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　今年は開花期間も長かった桜の花も散り、気が付くと緑が青々としている時季となりました。先日、栃木県足利市にある「あしかがフラワーパーク」に行ってきました。
あしかがフラワーパークは、94,000㎡の敷地面積のなかに、樹齢150年に及ぶ600畳敷きの大藤棚、長さ80㍍もの白藤のトンネル、きばな藤のトンネルなど350本以上の藤が咲き誇っているところで、米国CNNが選ぶ「2014年の世界の夢の旅行先10カ所」にランクインされたこともあり、大勢の外国人客で賑わっていました。まさに観光立国の実現を実感したような気がしました。　
これから、天気の急激な変化により熱中症等にかかりやすくなる季節です。くれぐれも体調を崩さぬようご健康に気を付けご活躍くださるようご祈念申し上げます。
　　　　　　　

（事務局広報グループ）
ニュースの主な内容
■研修グループだより

（１）平成29年3月2日（木）浦和コミュニティセンターにて第110回研修会が開催されました。
①芝崎実会員より「中小企業におけるホームページの役割とメリット・初級編」と題して、ホームページの基礎から説明していただきました。今後の課題として、スマートホンユーザーのホームページ検索増加に伴い、より有効なホームページ作成が求められると指摘されました。
　②今回、埼玉産業保健総合支援センターよりメンタルヘルス対策促進員の林久美子様を講師として派遣していただき、「ストレスチック2年目　今後の課題と留意点」について、お話を伺いました。制度スタートから1年を経て、改めてメンタルヘルス対策の必要性を認識し、実施時の守秘義務がある実施事務従事者の葛藤対策等、今後の課題を理解しました。
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（２）平成29年4月21日(金)～22日(土)　春の見学会と懇親会を開催しました。
今回は、可燃ごみの処理施設として平成22年に完成した日光市クリーンセンターを見学しました。ごみは1300℃の高温で溶かし（シャフト炉式ガス溶融方式）、生成した溶融スラグは土木資材として再利用しています。におい成分は換気・燃焼され、建屋内外で良好な空気環境を保っていることを実感しました。見学後、湯西川温泉の宿で囲炉裏焼き料理を楽しみながら、懇親を深めました。
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（研修グループ長　中澤富夫）
■事務局だより

（１）平成28年度第4回臨時理事会が2月12日（日）に開催されました。

①報告事項
・平成29年度の「労働安全・衛生コンサルタント会活用の手引き」を1750部印刷依頼
・3月2月（木）第110回研修会開催予定

・支部紹介件数が2月現在18件ありました。前年比4割減
・本部よりの「第三次産業労働災害防止対策の推進について」の要請がありました。

（平成29年2月6日）

・支部会員の退会：田上　滋氏（安全）が退会されました。
　　　②審議事項

　　　　・新規パソコン（デスクトップ）を購入しました。
　　　　・春の見学会及び情報交換会を4月～5月に予定します。
　　　　・次回の理事会は4月9日（日）開催予定です。
・支部総会を6月22日（木）14:30～に予定します。
　（２）平成28年度第5回臨時理事会が4月9日（日）に開催されました。
　　　①報告事項

　　　　・3月2日（木）第110回研修会　18名の参加がありました。

　　　　・平成28年度の支部紹介件数は20件（成立17件、85%）、一昨年実績は37件

　　　　・本部より平成29年度は荷役業務について要請が予定されています。

　　　　・埼玉労働局より、産業保健セミナー案内、熱中症対策セミナー、両立支援セミナ

　　　　　ーの要請の依頼等がきています。支部事務所机上の「供覧ファイル」に綴ってあ

ります。　　　　

・支部会員の退会：神山　真一氏（安全）、福地　正人（安全）が退会されました。
　　　②審議事項

　　　　・平成29年度郵便事業に関して

　　　　・支部長選挙方法に関して提案がありました。5月理事会で意見交換を行います。　　　　　　
　（２）埼玉労働局等の通達（周知要請等）等

　　　　文書は支部事務所の「供覧ファイル」に綴ってあります。

（（Ctrlキーを押しながら、次の文をクリックすると見ることができます。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・平成29年度全国安全週間の実施について　　

埼労発基0426第1号　平成29年4月26日

・「高年齢者介護施設における雇入れ時の安全衛生教育マニュアル」の周知について
　　　　　　　　　分割版(1)P.1-P.41 　　　分割版(2)P.42-P.82 
■最近の報道より
・2月16日　アスクル倉庫火災2人搬送　（讀賣新聞）
　16日午前9時15分頃、埼玉県三芳町上富のオフィス用品通販大手「アスクル」の物流
倉庫で「段ボールが燃えている」と、従業員から119番があった。東入間署などによると、
鉄骨3階建て倉庫内のダンボールなどが燃えており、少なくとも2人が病院に運ばれた。
現場は,JR武蔵野線東所沢駅の北約4㌖で、畑の中に工場や倉庫が立ち並ぶ地域。
・2月20日　アスクル倉庫延焼続く　発生4日目少ない窓水届かず　（讀賣新聞）

埼玉県三芳町のオフィス用品通販大手「アスクル」（本社・東京都江東区）の物流倉庫で16日午前に発生した火災は、4日目となって19日も延焼が続いた。
[image: image7.jpg]


[image: image8.jpg]mn%&wﬁ,},@\ i
iR <K
ECREEK [hKAR

SEEWRD (8%
F NS RV <t i3
RN B




[image: image9.jpg]FRLCULO Hiltes | DL ESERE
o ERORN 24| X VR REEREIVL
ARENIMRST QUVA) 10 BIBHY SR
PO<BEERISA | REXBSRR=% - &
ERLL EEE T 7 SCRUHEANER
B RRE ATRRRER | HHOBMEE





　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
消防署やはしご車など17台が出動して消火活動を続けているが、鎮火のめどは立っていない。消防が24時間態勢で外から放水を続けている。ただ、倉庫は窓や扉が少ないため内部に水が思うように届かず、また、内部は高温で煙が立ち込め、倉庫内に入っての放水ができずにいる。アスクルによると、倉庫内にスプリンク　　

ラーは設置している。1~3階には、法人に出荷するコピー用紙や文房具、個人客向けの米や洗剤などの日用品、計約7万種類の商品が保管されている。2,3階部分にはカセットコンロ用のガスボンベ、整髪料や化粧品のスプレー缶などがおかれている。

・2月26日　用水管内を塗装3人死傷　（讀賣新聞）
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　　25日午後5時10分頃、愛知県西尾市小

島町の農作業用水を流す管の中で、作業し　

ていた男性3人が倒れていると119番があ

った。3人は病院に搬送されたが、塗装業

が死亡し、男性が意識不明の重体、同区の

男性が軽傷という。県警西尾署と西尾市消

防本部によると、菅は直径約1㍍。3人は、

同日午前8時半から官の中でさび止めのた

めの塗装作業をしていた。発見時、地中2~3

㍍の管の底部に折り重なるように倒れてお

り、救急隊員が役2時間半かけて順次ロープで引上げ、病院に搬送した。管の中は強い

シンナー臭がしたという。
・3月4日　パナソニックの社員死亡労災認定　（読売新聞）
[image: image11.jpg]s

e I

UG - @8 (K | EiLOORRRROTE
TER) LM | JEEERO°
P BHRETCHE k| RENLIH0Y btk
FREESSOIG-E W8 | SEEBVLIVL” HIEL
B8 (QHIE) 7 KR (K | & REBNPHQNE
Hi2) ENEeER—< | ELRE(HICHBWE
A HLUDMSERRY | wICEIIINEE RSN
R | PRESRENCH 107
I KEREMRNES | LHSmY WRON
A2 KESREESRENG | DRR<HE EEHO D
(KEE) SHER—<AE 102 CTESE) 084w
SVIEREOICNE® 8| 10 RO E <
REENEOT-Y [N | KRR CE Q%
RS MR RIC HEOMSN0°

MRS EUREE) 12| WEREY RGO
KIVSREBICREE | SRV MEIRE
i PECHECENE | HRICEE] 7 w8
CRYIRHIEY ¥ | O CREIKEESHE




　　富山県砺波市にあるパナソニック　

の富山工場に勤務し、昨年6月に亡　

くなった40歳代の男性社員につい

て、砺波労働基準監督署が、長時間　　

労働が原因として、労災認定してい

たことが3日、分かった。パナソニ

ック広報部によると、遺族が労災申請し、2月上旬に認められたという。男性はなくなる

前の昨年5月、100時間以上残業していた。
・4月25日　違法残業　電通を書類送検　労基法違反容疑　支社幹部も　(讀賣新聞)
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　　大手広告会社・電通による違法　

残業事件で、厚生労働省の愛知、
京都労働局は25日午前、電通中部、
京都両支社の幹部各1人と、法人
としての同社を、労働基準法違反
容疑で名古屋、大阪労働局も関西
支社の幹部も1人と同社を書類送
検する予定。日本の「働き方改革」
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に大きな影響を与えた電通事件は
今回の送検で同省側の捜査が終結
し、今後は、検察による刑事処分の判断に要点が移る。昨年12
月には、過労自殺した新入社員、高橋まつりさんらの上司だった

幹部1人を、東京都労働局が同容疑で書類送検している。
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・5月6日　半年で休日4日過労死　弁当配送の女性　（讀賣新聞）
亡くなる半年間に休日が4日しかなかった女性会社員について、山口労働基準監督署が過労による労災と認定したいたことが分かった。遺族側代理人の弁護士によると、女性の平均残業時間は国の過労死認定基準を下回っていたが、休みがほとんどない労働実態が重視されたという。遺族側弁護士によると、女性は、弁当の配送などをしていたが、15年11月に心臓疾患の疑いで自宅で死亡した。死亡する前の1~6か月間の残業時間は、厚生労働省が過労の労災認定の目安とする「発生前1か月間に100時間」「2~6か月で月あたり80時間」をいずれも下回った。しかし、休日は半年間で4日しかなく、15年8月14日~11月12日は連続91日間勤務だったなどとして労災申請した。労働基準法では、労働時間は原則1日8時間、週40時間までと定められている。だが会社が従業員を時間外労働や法定休日に働かせる場合、労使協定「36協定」を結べば、残業や休日出勤が可能となる。
次号は7月中旬頃発行予定です。皆様よりの情報提供を期待しています。

[image: image1.png]



1

